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胎 盤 早 期 剥 離 の 臨 牀 特 に 家 系 調 査

The 　Hereditary　Investigation　on 　the　Premature　Seperation

　　　　　 of 　the 　Normally　Implanted　Placenta

丶

，

■

醫學博士　 庄 司

　 胎盤早期剥離 の原因 と して は （1）機械的作坩 ，

鉚 ち外傷に よる と （2）子宮壁 ， 胎盤 の病的燮化 ，

殊 に共血 管系統 の 疾 病 に 因る と の 2考 に大別せ ら

　る ，殊 に後者 は妊娠腎及 び慢性腎炎を素地 と して

發生する場合多 く，
之 に 關す る報告例は枚擧 に遑

が な い （Winter　u ，　Fehling．盤瀬 ， 内藤，吉川 ，

　田北， 町 田 ， 佐久間， 藤井）．而 も未だ其家系的研

究帥 ち體質遺傳學的觀察を爲せ る ものは 少 い樣で

　 ある．

　　偶 々 余 は子癇の 遺傅性 を 調査 中之 と姉妹疾患と

考 え られる早期剥離 （以下早剥 と略稱 す）の 數例に

　邁遇 し，　これが體質遺傳學的關係帥ち其血族 に 如

　何な る 疾患 が集積 し易 い かを調査 せ る に 本 入 に 妊

娠 中毒症 を經過 せ る もの多 きの みな らす， 家系的

　に は腎臓疾 患を類篌 し易 い こ とを 認めた の で 茲 に

　簡單に之 を報告せ ん とす．

　　觀察材料 と して は昭和 16年以降當院に於 て 胎盤

　早期剥離 と診斷 し 且 つ 余 の施術 を受け確實な る も

　の の み を選 び本 入並 に其血竢 の 體質歴調査 を實施

　 した ．

　　　　　　　　　 調査成績
‘

　 1　實母に妊娠腎を見 た早剥の 家系

　　患者（第 1例）．現 在 39 歳 （第 1 囘妊娠腎，第 7

　 　 符 号

  早 策li 妊 娠 腎

  早 ’i・i ツ ワ リ

e
 
◎

　　　　　　　　　　　匚】∈）蕁蹶疹〔男女丿

囘 回 に 早剥 を起 す）

　 もと中肉中背 だ つ た が最近 は肥 えた ． 初潮 14歳

妊 賑 腎
　 　 ’

妊 娠 浮腫

骨 臟 病

ツ 　ワ　リ

　 　 　 ／

忠　Tadashi　Shoji

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ♂

3 月 ， 結婚 21歳， 8 入 の 兒 を産む．妊娠時 ツ ワ リ

は殆 んど無い と官 つ て よい 位輕い ．初妊（23歳）の

際後牛 期 に 顏や下 肢がひ ど く腫れ妊娠腎 と言 われ

醫 治を受 けた こ と がある． 第 2 児以後正 常産 で あ

つ たが，第 7 兒の時突然 早剥を起 し死 産 した ． 其

時 の模樣 は妊娠 末期じ下肢が少 し腫れ て お り， 尿　
・

蛋 自陽性 と の事だ つ た ．分娩豫定 日前 1邇間汽車

で 3時 間牛乘 つ て 田舍 へ 行 つ た． 所 が共晩陣痛が

起 り非常に痛んだ． そして分娩 は自然 に絡 了 した

が大 出血 を起 し蒲團や疊 まで通 す位だつ た． 由舍

　 　　　　　　 　 第　 1　例

62

39

64

の事 と て 名醫で はな い が招い た ら早 剥 と胃わ れ澤

山の 注射を打 つ て 生命 をと りとめた， 産後百 日餘

も貧血 が績 き顔色 が悪か つ た．

　家系の特巖
＾

同胞 5入 ， 結婚 し妊娠 すゐ 樣な姉

妹 は未だな い ．兩親　父は 62歳・ 母 は 64歳 ・ 妊

娠時 ツ ワ リは輕い ，最初の 頃は腎炎 を患 つ た事 は

なか つ た が ， 第 9 囘 目 の 妊娠時重 い妊娠腎を患 つ

た由．伯叔母 iま無い ・

．IIマ父系に腎臓病を見た者が 2 家系ある．其 内

　（イ） 伯毋と姉に腎臓疾患を見 た早剥家系

　患者（第 2例）．34歳 （ee　1囘妊娠腎 あ り， 第 3

囘 目に 早剥 を起す）．

　中肉中背 ， 普通 よ りは稍 踊 中經質の婦 入で ある

が ，
バ ス

， 自動車に は醉 わ ぬ ．霜燒は 出來易い ，

薇 朝 16歳 ， 月經瘢はな い ，結婚 24 歳 第 1同妊
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娠蒔 4 〜 5 カ 月頃 に食 不振，惡心 が 1 ヵ月位あ b
，

綾 い て 下 肢の 淨腫 が起 り末 期に はひ ど く， 押 せ ば

ヘ コ ム 程度に な り， 眼 が カ ス ミ醫 師か ら蛋 白尿性

網膜炎と言 わ れ た，然 し産後 に は す ぐ治 つ た．

　第 2 囘 目は 4 ヵ 月で流産 ， 第 3 囘 目は ツ ワ リ も

無 く， 浮腫 も輕 か つ たが 5及 び 8 カ 月に 不正 出血

が起 b， 醫治 を受 けた．所が分娩豫定 日 に 差 しか

か り突然凝血 を交 えた大 出血を起 し， 自宅 に産科

專門醫 を招聘 し穿顱術 に ょ り出産 した． 胎盤 の 三

分 の一；utに早期剥離面あ り凝血 を附着 す．

第　2　例

白
咽

 
乃 057

38 34

　 家系の 特徴 （こ れ は姉 と伯母 に腎臓病 励 ）同

胞 8名，22歳 の 妹 は最近結婚 した ばか bで擧兒が

ない ・38歳の 姉が初婚 の時 24歳で妊娠 し， 其時 ツ

ワ リは輕か つ た が， 末期 に下肢が ひ ど く腫れ嘔吐

が激 しか つ た（妊娠腎或 は妊娠浮腫 ？）． なに ぶ ん
14年〜15年前 の事 で ・ ・ ツ ｝ ・J 覺え て 居 なし・ が田舍
醫者 に脚氣と言 われ た樣に思 う． 子供は 生れ て 3

、
日 目に死亡 ， 本 人は ひ どい 産褥熱を患い 1 ヵ月間

入院加療を要 し， 其後子供 に惠 まれ な い ．其他の

兄 弟は皆男性，兩親共に丈夫 で あつ たが父 は 60歳
頃 よ り心臓病 に かか り61 歳で 死 亡 ， 母は 57歳の

時不慮の 死 を逾 げ る，

　 伯父 ，伯母） 母系に 伯母 1名ある も擧兒がな い ，

父系の 伯母（75 戯）は 6兒 が ある，妊娠時 ツ ワ リ は

殆 ん ど無い が ， 6 囘 目の 妊娠時下肢が輕 く腫れ る．
10 年前 よ り腎臓病が 出て 醫治 を受 けて 居 る，

　（° ） 患考（郷 例） 38歳 婦 入 と して は肥 え

地 で ， 10年前胃痙攣發作が 2 囘あつ た．バ ス
， 自

動車 に は醉 う．初潮 16歳の夏 ， 結婚 20歳 ， 5兒

が あ る．妊娠時 ツ ワ リは毎囘可成 りひ ど く，
ム カ

ム カ は滿月迄績 き， 毎食後嘔吐 す．妊娠末期に浮
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腫は ない ，所 が第 5 囘 H の 末期 に突然早 剥 を起 し，

内外出血 激 し く余の 腹式帝王切開術 に よ り辛 うじ

て 生命 を保持する事が出來た．

第　 3　 例

　　　　　　 62　 　 57

−
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　 　 　　 　 　 3538　 28
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　家系の 特徴　（妹 に ツ ワ リ及 び妊娠浮腫 あ b ， 伯

母 の 1人に妊娠淨腫， 他の 伯母 に 急性腎炎 を患 つ

た者 が ある）．同胞 5名中妹 2 名あ り， 32歳 の 妹は

2 兒 ある も ツ ワ リは輕 く， 妊娠腎 も無い ．27歳 の

妹 は初 囘妊娠時 ツ ワ リは可成 りひ ど く惡心 ， 嘔 吐

1 カ月閙綾 き羸痩 し，妊娠末期 に 下肢 が浮腫 した．

　 兩親　父（65炭）に喘息 あ り，母（61歳）は妊娠時・

輕 い ツ ワ リを患 い
， 末期に下肢が輕 く腫れた 由．

　 父系 の伯母（62蔵）に 2兒 が ある．妊娠時 ツ ワ リ

は殆 ん どない が ， 末期に下肢が祁當ひ ど く腫れ る

（妊娠浮腫）， 然 し田舍の事 とて 醫治 を受 けた事は

ない ，

　他 の 伯母 57歳は婦入 と して は 肥 え地 で
， 憩經質

の方 ， 喘息が ある．20歳の 頃 感冒 に か か り慧性腎

炎 を起 し醫治 を受 けた事が あ る，第 9 囘 目の 妊娠

時下 肢が腫 れた、

　III　父 系に妊娠淨腫 を見た早剥家系

　患者（第 4 例）　31　SU， （第 1囘 ツ ワ リ ， 第 3囘早

剥 を起 す）短身區祠1經質の 方，
バ ス

， 自動車 に は醉

わ ぬ
， 初潮 17歳 ，第 1 囘妊娠時 に ツ ワ リは ひ どく，

食不振 ， 悪 心 は 3 ヵ 月 ， 嘔吐 は 2 ヵ 月間績 き， 邃

に 吐 血す る始末 で あつ た． 第 2囘以後は輕 い ，妊

娠末期 に浮腫 もない 。 今 囘 の 妊娠時浮腫 は なか つ

たが分娩豫定 日 を超過 する こ と 2 週闇 ， 10月 19日

午前 10時頃大 便を さ すた め 子 供 を抱 えた ら， 未だ

子 宮 ロ 開大せ ざる に突然大 出血 を起 し， 余の 診 を

燭
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乞 える に早剥 の 徴候顯著なる を以 て 直 ちに 附近 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 d

醫院 を借 りて 腹膜外帝王 切開術 を實施 し， 母 兒の

安泰 を得た （手術 所見 と して は特 に 子 宮腔内画血
，

腹腔内浴血 ， 凝 血 の胎盤 へ の 附着等多量 あ り）爾

後の 經過 は良好で ある．　　　　　　　
’

　 　　 　 　 　 　　 第　 4　 例

［
O○

了

31

　家系の特微　兩 親は 從兄弟結婚で ある，父 は 31

歳外傷死 ．母 は 34歳 、 産後か．ら起 つ た慢性腹膜炎 ・

で 死 亡 ， 同胞 4名 ， 内 2名夭死 ， 1名は 25歳の 男

子 ，

　父 系 の伯母 ， 46歳 是迄 2 囘流産 し， 43歳の時初

め て 立派 な女兒を産む事 が出來た ． ツ ワ リ は殆 ん

ど無か つ たが後牛期 に下肢 がひ一ど く腫 れ ， 押せ ば

凹 む程で あつ た．

　IV　同胞及び母 系の 伯母 や娘に妊 娠腎あ りし早

　　　 剥家系

　患者（第 5 例）　早素妊娠腎及 び靜脈癌等 あ り，

若い時は肥 えて 居たが 2 兒を産 んで か らの ち痩せ

る．稍 圭沖經質で ，
バ ス

， 自動 車に醉 う．妊娠時

ツ ワ リは餘 りなか つ た模樣 で あ るが ， 末期 に浮腫

第　　5　 例

34　　　40　　
’
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あ り， 下 肢に靜胝瘤が澤 山出て 居た．第 3 囘目が

双 胎 で分娩時に早剥を起 し ， 内出血 の爲死亡 す（挽

出せ る胎盤 に は凝血 多量 附着す一拙著 ， 受胎調節

の 知識 ，
95 頁報告）．，

　家系の特 徴　同胞 10名， 姉 （40歳）に 5 兒あ り，

妊娠時 7 ワ リは 輕 い ．第 4 兒妊娠中浮腫， 蛋白尿

起 り， 7 ヵ 月で 入工早産す．妹（24 歳）1 兒あ り，

妊娠時 ツ ワ リは ひ ど く， 悪心 ， 嘔吐 1 カ 月牛 も綬

き寢た り起 きた りで あつ た． 宋期に浮腫 は な い ．

　兩親 　父 は 64歳 ， 健在 ， 母 は 59歳，ツ ワ リ は

強 い 方 で ある．10 囘お・蓙を したが妊娠末期 に浮腫

はない ．

　伯叔母　父系の 伯母 2名 （67，
57歳）共 に 擧見 あ

る もツ ワ リ， 浮腫等 な し．母系の 叔母 2 名， 内 1

名（54歳）に 6 兒が ある．毎 囘妊娠時 ツ ワ リはひ ど

く， 食不振 ， 惡心 ， 嘔吐 2 〜 3 カ月問 も綾 き羸痩

す．叉妊娠末期 に多 くは ， 9 カ 月頃 に下肢は角 力と

b の如 くひ ど く腫れ ， 腎臓病 と言 われ た事 もあ る。

　他 の叔母（52戯）も亦 6兒が あ り， 毎 囘妊娠時 ツ

ワ リはひ ど く， 悪心 ， 嘔吐 の 爲寢た り起 きた b で

あ る．下 肢 は妊娠末期に輕 く腫れ る．兩叔母 の娘

は共 に ツ ワ リがひ どい ． 又何れ も妊娠末期に 下 肢

が輕 く腫 れた と去 い 妊娠腎や急性腎炎の經驗者 も

居 る．

　 V 　同胞に妊娠腎あり し早剥家系

　 患者（第 6例） 現 在 35鼓，中肉中背の婦入 ， バ

ス
， 自動車に醉 わ ぬ ．初潮 16 歳 7 月 ， 結婚 21歳 ，

　 　 　 　　 　 　 　 　　第 6 例

△

32 35

あ
5 囘妊娠す る．毎 囘 ツ ワ リは ひ ど く惡心 ， 嘔吐 の

爲就床 ， 羸痩 す る程で あ る． 又 4囘 目 の妊娠時下

肢がひ ど く腫 れ妊娠腎 と言 われ 人 工 早産術 を餘儀
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な くす． 今囘の 妊娠は 9 カ 月 に 至 b左眼 がか すむ

ので保健所 で診 て貰 つ た ら， 腎臓炎は無い が血 壓

が高い と言わ れ た ． 1 月 25日 よ り腹痛 ， 出血 ．凝

血 等排 出の 爲 1 月 27日當院に 來 わ早剥の診断の も

と に 腹式帝王 切開猜 を受 ける．

　 家系の 特徹 父は健在 ， 母 は 4年前卒 中で死 亡，

姉（32 歳）に 2 兒が ある．1第 1 囘 の 妊娠時 ツ ワ リは

可成 りひ どか つ た模樣 で あ る が ， 其後は輕 い ．徇

叉妊娠末期に 下 肢 が輕 く腫れ ， 醫者 か ら腎臓病 と

云 iわ れ た．

　　　　　　　　　 要　　約．

　 以 上早剥 6例 の體質並 に家族歴 を調査 し， 次 の

結果 を見 た．

　 （1）曾て本 人 に妊娠腎が あつ た と 思 われる もの

が 4 名あ る．（2）實母 が妊娠腎を患 つ た もの 1例 ，

同胞に妊娠腎或 はひ どい 妊娠淨腫 を 見た もの が 3

家系 あつ た．（3）父系 の伯母 に腎臓炎， 妊娠浮腫 を

見た もの が 3家系 ，母系の 伯母 に妊娠腎 を見た も

の が 1家系 あ つ た ． （4）本人に ツ ワ 1）がひ どか つ

た もの 3 名 ， 同胞に ツ ワ リ を患 つ た もの が 2名 あ

る． 又伯母 に ツ ワ リの ひ どか つ た もの が 1家系あ

つ た． （5）兩親が血 族結婚の もの が 1 例 ある．

　之 を要 す る に 早 剥 を起せ る もの 6例 中本人 に 妊

娠中毒症の 一種 で ある妊娠腎を經過せ る もの 4名 ，

ツ ワ リ を經過 せ る もの 3 名 あ つ た が ， それ に も檜

して近親者に 腎臓疾 患 を 履歴 と せ る もの が多か つ

だ ．　帥ち腎臓疾患 が類篌 す る傾 向が ある と言 え よ

う． 然 し例少數の爲深 くこ れ が 遺傅的關係を 明瞭

な らしむる事 は出來な か つ た．

　　　　　　　　　議　　論

　醫術 の進歩 に よ b 早剥 の豫 後は漸次 佳良 となれ

る も伺未だ濔足 すべ き域に到逹 して は居 ない． 母

體死 亡摩 の如 き も Steffens　27％ Lavonius　 15％

小 笠原 14
マ
5％ ， 久慈 ， 高 山 9・29％ と報 じて居 る．而

も之 が豫防法乃至豫知法に至 つ て は 現在 の所殆ん

ど不可能に近 い ．唯本入の腎疾患完全治療 に期待

す る以外 に道 がない 有様で ある． そ もそ も早剥例

申腎疾患 を合併 す る頻度 に 就て は外國 の諸統計を

見 るに 40〜73％ の 高率 に あ b．我 國 に於て 小畑氏

は 106例 の患者 中 87例 に於 て腎疾患を認め ， 町田

氏 は 30例中 28例 に尿 中蛋 白を證明 す と言 う．

　余の 例 に於 て全例 に妊娠中毒症 （妊娠腎叉は ツ

ワ リ） の 既往症 を有せ し事は 妊娠 中毒症素質 と早

剥 と の 關係密接なるを思わ す もの で あ b， 叉
一

面

家系的に は父系伯母 3名 ， 母及 び母系伯母 各 1名

に 慢性腎炎或は妊娠腎を經過 せ し もの が集積 ， 類

簍 して居 る 事 は興味あ る一事實 で あつ て ， 今後多

數例の 觀察 に よ b早剥素質の 遺傳的方則 を も發 見

し得 べ き可 能性を示唆せ る もの で ある．

　　　　　第 7 例 庄 司 氏 考案 の Schema
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驫 乙區 一 一

ツ　　リ

重症　阻

團
　倚叉將來本 人の 腎疾患のみ な らす， 近親者 に 於

て 腎臓疾患 を經過 せ る 人を 知 る な らば， 初妊の時

は子癇 ， 經妊 の者 は早剥 の襲來 を特 に 警戒す る要

が ある と言 え よ う．
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